
滑
な
施
工
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

万
全
を
期
す
る
。

こ
の
た
め
、
最
新
の
労
務
単

価
の
適
用
等
に
よ
る
予
定
価
格

の
適
正
な
設
定
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
企
業
の
活
用
に
配
慮

し
つ
つ
適
切
な
規
模
で
の
発
注

等
に
よ
る
人
材
の
効
率
的
活

用
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
た

資
材
等
の
地
域
外
か
ら
の
調
達

に
係
る
適
切
な
支
払
い
、
適
切

な
工
期
の
設
定
、
入
札
契
約
手

続
の
効
率
化
の
徹
底
等
を
推
進

す
る
。

緊
急
防
災
対
応
等
を
行
う
ほ

か
、
良
好
な
治
安
を
確
保
す
る

た
め
、
海
上
保
安
体
制
の
強
化

に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
。

４
．
な
お
、
補
正
予
算
の
執
行

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
建
設

企
業
が
担
い
手
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
採
算
性
を

確
保
し
つ
つ
、
公
共
事
業
の
円

去
る
１
月
９
日
に
、
平
成
26

年
度
補
正
予
算
が
閣
議
決
定
し

た
。
基
本
的
な
考
え
方
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

《
基
本
的
考
え
方
》

１
．
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大

に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」

（
平
成
26
年
12
月
27
日
閣
議
決

定
）
に
基
づ
き
、

・
現
下
の
経
済
情
勢
等
を
踏
ま

え
た
生
活
者
・
事
業
者
へ
の
支

援・
地
方
が
直
面
す
る
構
造
的
課

題
等
へ
の
実
効
あ
る
取
組
を
通

じ
た
地
方
の
活
性
化

・
災
害
復
旧
な
ど
災
害
・
危
機

等
へ
の
対
応

の
３
分
野
を
対
象
と
し
て
必
要

な
経
費
を
積
み
上
げ
て
計
上
し

た
。

２
．
具
体
的
に
は
、
物
流
コ
ス

ト
低
減
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
対
策
、
住
宅
市
場
の
活
性

化
等
を
図
る
た
め
、
高
速
道
路

の
料
金
割
引
や
ト
ラ
ッ
ク
・
離

島
航
路
等
の
燃
料
費
対
策
、
住

宅
ロ
ー
ン
金
利
の
引
下
げ
等
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の

活
性
化
等
を
図
る
た
め
、
観
光

の
振
興
等
に
必
要
な
経
費
を
計

上
し
た
。

３
．
ま
た
、
災
害
復
旧
・
災
害

対
応
の
強
化
を
図
る
た
め
、
広

島
土
砂
災
害
、
台
風
災
害
、
地

震
災
害
等
の
大
規
模
災
害
か
ら

の
復
旧
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
が

高
い
地
域
・
施
設
等
に
お
け
る

化
計
画
の
策
定
、
新
技
術
の
開

発
・
導
入
、
地
方
公
共
団
体
へ

の
技
術
的
支
援
等
の
体
制
構
築

等
を
確
実
に
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
、
大
い

な
る
発
展
の
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
国
土
交
通
大
臣
年
頭
挨
拶
よ

り
抜
粋
）

心
の
確
保
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
・
平
準
化
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
産
業
の
競
争
力
確
保
を
実

現
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
に
先

駆
け
て
昨
年
５
月
に
国
土
交
通

省
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画

（
行
動
計
画
）
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
点
検
・
診
断
や
修
繕
・
更

新
の
実
施
、
情
報
基
盤
の
整
備

・
活
用
、
個
別
施
設
の
長
寿
命

月
１
日
に
全
線
開
通
さ
せ
る
べ

く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
復
興
道
路
・
復
興
支
援

道
路
は
、
順
次
、
開
通
予
定
年

次
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
全
体
の
約
６
割
で
開
通
済

み
又
は
開
通
見
通
し
が
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
相

馬
福
島
道
路
に
つ
い
て
は
、
全

延
長
45
㎞
の
う
ち
約
34
㎞
の
開

通
見
通
し
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
震
災
後
に
事
業
化

し
た
相
馬
Ｉ
Ｃ
～
相
馬
西
Ｉ

Ｃ
、
阿
武
隈
東
Ｉ
Ｃ
～
阿
武
隈

Ｉ
Ｃ
間
は
、
事
業
化
か
ら
６
年

又
は
７
年
と
い
う
極
め
て
短
期

間
で
開
通
に
至
る
見
通
し
で

す
。近

年
、
雨
の
降
り
方
が
、
局

地
化
、
集
中
化
、
激
甚
化
し
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
広
島
の

土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
な

ど
、
災
害
対
応
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
の
中
、
切
迫
す
る
首
都

直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に
も
備

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
防
災
・
減
災
、

老
朽
化
対
策
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
耐
震
化
を
公
共
事
業
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
位
置
づ

け
、
「
命
を
守
る
公
共
事
業
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

切
迫
す
る
首
都
直
下
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
し

て
は
、
各
々
の
地
震
で
想
定
さ

れ
る
具
体
的
な
被
害
特
性
に
合

わ
せ
、
避
難
路
・
避
難
場
所
の

整
備
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震

化
、
昨
年
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
も
踏
ま
え
た
道
路
啓
開

計
画
の
策
定
、
緊
急
輸
送
道
路

等
に
お
け
る
無
電
柱
化
等
、
実

効
性
の
あ
る
対
策
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
資
本
は
、
高

度
成
長
期
以
降
に
集
中
的
に
整

備
さ
れ
、
今
後
老
朽
化
対
策
が

必
要
と
な
る
施
設
が
急
速
に
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
国
民
の
安
全
・
安

ら
に
、
個
性
を
活
か
し
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
元
気
で
豊
か
な
「
地

方
の
創
生
」
も
内
閣
の
重
要
課

題
で
す
。

私
は
、
国
土
交
通
行
政
を
預

か
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

内
閣
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

目
に
見
え
る
形
で
発
展
し
た

「
未
来
」
を
お
示
し
す
る
と
と

も
に
、
施
策
の
前
進
を
「
実

感
」
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
般
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

我
が
国
は
人
口
減
少
や
少
子

化
、
高
齢
化
の
進
展
、
巨
大
災

害
の
切
迫
な
ど
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
適
切
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中

長
期
的
な
視
点
で
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
に
は
、
昨
年
７
月
に

公
表
し
た
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
～
対
流
促

進
型
国
土
の
形
成
～
」
で
掲
げ

た
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
考
え

方
を
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
据
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
５
０
」
を
具
体
化
す

る
た
め
、
長
期
計
画
の
策
定
・

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、

住
宅
再
建
、
高
台
移
転
な
ど
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
昨
年
12
月
に
一
部
区
間
を

開
通
さ
せ
る
と
と
も
に
、
従
来

の
計
画
を
２
ヶ
月
前
倒
し
、
３

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
末
に
第
３
次
安
倍
内
閣

が
成
立
し
、
引
き
続
き
国
土
交

通
大
臣
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
も
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
８
月

に
広
島
で
甚
大
な

土
砂
災
害
が
、
９

月
に
は
御
嶽
山
の

噴
火
が
発
生
す
る

な
ど
、
多
く
の
自

然
災
害
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
災
害
に
よ
り
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方

々
と
そ
の
ご
家
族

に
対
し
て
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
つ

い
て
は
、
今
な
お
約
23
万
人
の

方
々
が
避
難
生
活
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
も

含
め
、
被
災
地
の
皆
様
が
、
１

日
も
早
く
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
取
り
戻
し
て
頂
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
発
足
以
来
、

「
景
気･

経
済
の
再
生
」
、

「
被
災
地
の
復
興
加
速
」
、

「
防
災･

減
災
を
は
じ
め
と
す

る
危
機
管
理
」
を
重
要
課
題
の

三
本
柱
と
し
て
き
ま
し
た
。
さ

と
に
よ
り
、
社
会
に
寄
与
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。今

、
我
が
国
は
過
去
10
数
年

間
の
デ
フ
レ
経
済
か
ら
、
本
格

的
に
脱
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
機
会
を
逃
さ
ず
、
一

層
、
地
域
経
済
を

再
生
さ
せ
、
更
に

は
、
「
地
方
の
創

生
」
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
目
の

前
の
課
題
で
あ

る
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
を

は
じ
め
、
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
未
整
備
区
間
の

整
備
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
、
ま
た
、
地
域
活
動
や
生
活

の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
道
路

整
備
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
を

着
実
に
解
決
で
き
る
「
長
期
安

定
的
な
予
算
」
措
置
を
求
め
、

速
や
か
に
事
業
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
全
力
を
投
入
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。本

年
も
、
公
共
事
業
の
重
要

性
、
特
に
道
路
の
重
要
性
・
必

要
性
を
強
く
訴
え
て
、
「
地
域

を
支
え
る
道
路｣

「
真
に
必
要

な
道
路
」
の
整
備
を
求
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
し
い
年
の
幕
開
け
に
当
た

り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す


当
会
議
の
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
運
営
及
び
諸
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
平
素
よ
り
深
い
ご
理

解
と
格
別
の
ご
支
援
を
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
豪
雨
、
地
震
、
火
山

噴
火
、
年
末
の
爆
弾
低
気
圧
に

よ
る
暴
風
雪
な
ど
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が
全

国
各
地
で
相
次
ぎ
、
多
く
の
国

民
が
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
目

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
被
災
し

た
現
地
の
復
興
は
、
未
だ
納
得

で
き
る
様
な
状
況
に
は
な
く
、

被
災
者
の
強
い
前
向
き
な
精
神

の
み
で
、
辛
う
じ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

今
後
、
国
は
時
間
を
無
駄
に

す
る
こ
と
の
な
い
様
に
、
具
体

的
に
復
興
作
業
を
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
各
地
に
は
、
高
規
格
幹

線
道
路
を
は
じ
め
、
地
域
活
動

に
欠
か
せ
な
い
生
活
道
路
な
ど

の
道
路
整
備
を
求
め
る
声
が
、

ま
だ
ま
だ
絶
え
る
こ
と
な
く
溢

れ
て
お
り
ま
す
。
我
々
、
全
国

道
路
利
用
者
会
議
は
当
会
議
の

設
立
趣
旨
で
あ
る
、
「
道
路
整

備
を
積
極
的
に
推
進
し
、
国
民

生
活
の
安
定
向
上
を
期
す
」
と

言
う
目
的
実
現
に
邁
進
す
る
こ

「
道
は
遠
し
と
直
ぐ
を
行
け
」

修
行
は
簡
単
に
成
就
し
な
い
か
ら
、
脇
道

を
し
な
い
で
一
生
懸
命
に
励
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。

全
国
道
路
利
用
者
会
議
編
「
道
の
こ
と
わ
ざ
名
言
集
」
よ
り

全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長

国
土
交
通
大
臣
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